
２０２６年８月 27 日★

同志社校友会大阪支部　常任理事会　  議事録  

1． 日時・場所：２０２６年 8 月２６日（水）１８時３０分～２０時３０分　大阪倶楽部

2． 参加者；２ 7 名 

　　久保支部長、小池副支部長、長井専務理事、三輪執行常任理事、林執行常任理事、

　　西川執行常任理事、吉岡執行常任理事、香川執行常任理事、川井執行常任理事、

　　荒木執行常任理事、清水監事、吉田米次郎常任理事、鷲見常任理事、井上常任理事、

　　中澤常任理事、吉田勝明常任理事、西村常任理事、西田常任理事、佐野常任理事、

　　中藤常任理事、河内常任理事、板東常任理事、北川常任理事、北村常任理事、

　　馬場常任理事

オブザーバー　同志社大学　学長室総合企画部募金課　田中課長、西口係長

3． 議題　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（進行　長井専務理事）

理事会開催前に去る 8 月 19 日にご逝去された元校友会副会長の小嶋淳司氏を偲び黙祷から始

まる



（１） 小嶋氏のご逝去に関する報告　東川副支部長より

　　・死因は老衰。意識は最後まで明瞭だったとの事。

　　・お別れの会は 10 月末から 11 月頃に予定されており、後日ご案内する。

　　・久保支部長や長井専務理事も小嶋様の同志社校友会や大学への多大な功績に触れ、

追悼の意を述べた。

（２）．久保支部長挨拶

　　・ＮＴＴの AI 活用事例：きょう出席した NTT の会合で同志社大学が AI を活用して教育

効果を評価している事例が紹介された。

　　・国際高校研修旅行事故に関する記者会見の延期

　　　八田理事長による記者会見は、当初、8 月 14 日に予定されていたが、遺族側の刑事告

訴を受け、延期となった。会見は実施される見込みだが時期は未定。

　　・ガバナンス強化：今回の事故を受け、国際高校の西田喜久夫校長が 8 月 31 日付で解任

され、後任に宿久 洋副学長が就任。ガバナンス強化に取り組む。

　　・同志社女子大学創立 150周年記念行事

　　　サンディエゴ（アメリカ・カリフォルニア州）で記念行事が開催され、佐野常任理

事・守口常任理事と共に参加。佐野常任理事は新島襄を支えた人々の存在やアメリカ

から日本に来て女性宣教師として活躍したスタークウェザー先生の存在を再認識し、

感銘を受けたと報告した。



（３）．ALL同志社募金の実績報告　募金課長 田中裕一氏・同 係長 西口和哉氏

　　・活動終了と成果：2017 年 10 月から続いた募金活動が 2026年 3 月末で終了。募金総額

は 28億 968万７千円で目標達成率は 56.2％。大阪からの寄付は 8億5000万で全体の

約 3割を占めた。

　　・学内 ALL同志社募金 28億円に対し、同志社大学全体では 49億円、学校法人同志社全

体では 74億円の寄付が集まった。これは比較対象の立教大学（50億円）と遜色ない

水準であると説明された。

　　・今後の予定：最終報告書（Newsletter第 10号）と寄付者銘板の最終更新が 12 月頃

に行われる。2027 年度以降の募金活動は未定。

　　・質疑応答：報告された募金総額に対し、Newsletter第 9号記載の活用実績額が少ない

との質問に対し、昨年度の実績報告であり全額をまだ使い切っていないためと回答。

　　・ALL同志社募金大阪支部寄贈プレートは「ステンレスHL（銀色）・・楷書体・レイ

　アウトA（3段）」に決定

（４） 総会の報告と会計報告・・・・・・・・・・・・・・・荒木執行常任理事

　　・今年度の総会・講演会・懇親会は 300人超が出席し盛会に終了

　　・会計報告：収入合計 433万5千円に対し、支出合計 459万 82円で▲25万 5,682円の

支出超過となった。

・若手参加者は会費の５０％減額を行い、多くの若手が参加した。若手参加行事には校



友

会本部から助成金が出るので、支出超過額はかなり減る。

　　・会費納入状況：7 月 20 日現在、終身会員 369 名、年次会員 75名から納入があった。

（５）クリスマス会について・・・・・・・・・・・・・・・川井執行常任理事

　　・日時場所：12 月 2 日（水）リーガロイヤルホテル大阪 山楽の間

　　・内容：クラシックとジャズの二部構成で音楽を中心とした懇親会を予定

　　・準備：目標動員数 330 名。9 月 5日の「若手の集い」で告知するためチラシ作成を急

ぐ。

（６）法人協力会員の募集状況・・・・・・・・・・・・・・小池副支部長

　　・1 社が退会する一方、新規 2 社が加入し、合計 310万になる見込み。リーガロイヤル

ホテルからも協力意向が示された。

（７）校友会本部の動向・・・・・・・・・・・・・・・・・井上常任理事

　　・8 月 28 日に臨時運営委員会、29 日には法人の評議員会が開かれる。国際高校事故対応、

同志社のブランドの信用回復などが議論される。評議員会では校友会や同窓会等外部

からの意見は活発だが、学内からは意見が出にくい状況が指摘された。

４．審議・協議事項

（１）リユニオン全同志社人ゴルフ大会の大阪支部参加調整

　　・今年が２回目。校友会東京支部が幹事を務め、10 月 7 日に千葉県で開催される。大阪



支部として１~２組の参加を目指し、希望者のエントリーを募ることとなった。

（２）総会の開催曜日に関する議論

　　・若手会員から土日開催の要望があった。現状は学長・総長の都合やホテル代高騰が課

題

として挙げられた。過去にも休日の昼間開催を検討したことがあり、中長期的には多

様

な層が参加しやすい日程を検討する方針が示された。

（３）大阪支部 Facebookの運用方針

　　・同志社国際高校の件で誹謗中傷の投稿があったため、削除対応を行った。今後は客観

的な情報のみを掲載し、不確実な情報は削除する方針を継続すること、および管理

体制を整理することで一致した。

以上 

次回常任理事会開催日　令和８年１０月２１日（水）１８：３０より大阪倶倶楽部にて

同志社校友会大阪支部

（議事記録　香川常任理事）

（文責　長井専務理事）


